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ゲスト
上尾市役所　こども未来部
　こども家庭保健課
　　課長　持田ゆりえ様
　　主任　近藤詩織様
認定NPO法人
さいたまユースサポートネット
　　専務理事　青砥祥子様
上尾市こども若者自立支援事業
　　ルームここから
　　事業リーダー　加藤壮一郎様

行事予定
10月 2日 社会奉仕事業 献血

10月 9日 部門セミナー報告

10月18日 藤村病院健康フェア
               活き生き感謝祭

10月23日 卓話 米山記念奨学生
               王暁瑜さん

10月30日  定款の規定により休会

2025-2026年度　坂本　忠光会長会長あいさつ
　皆さん、こんにちは。本日もご出席いただきありがとうございます。

　前回の例会からの報告をしたいところですが、この１週間はロータ

リーの活動はほとんどなく、事務所で積算業務に専念していました。

　本日は例会場の設営進行をしているＳＡＡについて少しお話しいた

します。ＳＡＡとはSergeant At Arms（サージェント アット アーム

ズ）の略です。直訳すると「武器を携帯した軍曹」となります。実際

には英国の王室・議会・法廷・社交クラブ等の守衛官という意味の慣

用語のようです。始まりは英国の王位についたリチャード１世が1189

年に身辺警護の任につかせた護衛官の官職名だそうです。ＳＡＡの役

割は、年度計画書の上尾ロータリークラブ細則第４条第７節の会場監

督に当たります。私なりの解釈では例会やその他の会合が楽しく秩序

正しく和やかな雰囲気で進行するように努める責任者になるのかなと

思っています。それではロータリークラブとしていつからＳＡＡがあ

るかというと、シカゴロータリークラブ創立の翌年1906年に正式な役

職としてＳＡＡが誕生しています。ただしＳＡＡという記載はほとん

ど残っておりません。また1910年のシカゴでの第１回国際大会の時に

ＳＡＡとしてセントルイスロータリークラブのウェルナー・ヘンケ氏

が任命され会場を仕切ったのが始まりだという説もあります。

　先日ロータリーソングについてお話しした際、1952年の日本の地区

大会でで、手に手つないでを歌った時に、ＳＡＡを任されていたのが

神戸ロータリークラブのコソネさんという方が手に手つないでを歌う

ことを提案して歌ったそうです。

　標準ロータリークラブ定款、上尾ロータリークラブ細則でＳＡＡは

クラブの会長、幹事、会計、直前会長、副会長と並んで役員としての

地位となります。年度計画書に役員・理事・委員長　構成メンバーの

ページがありますが、役員６人の中にＳＡＡも入っています。またク

ラブ細則で定めない限りＳＡＡはクラブのいかなる委員会にも属さな

い独立した役職となります。従って助手や代行役として数名の副ＳＡ

Ａを置くことはあってもＳＡＡ委員会という組織名称はありません。

ＳＡＡという役職を創設期のロータリークラブが取り入れたのが始ま

りですが、中世に遡る由緒ある役職からどう日本語に訳するか、当時
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　上尾東武ホテル3F（コミュニティホール）
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業を行ない、今年４月からは週３回になって、利用

者が増えてきています。開設当初は、なかなか参加

者も少なく、とはいえ丁寧に若者と向き合いながら

活動を継続してまいりました。おかげさまで最近は

１日に７名〜12名が利用し、毎日にぎわうというよ

うな状況にまで来たのかな感じています。登録者の

総数は累積で47名と、こちらも増えています。

　開設当初は主に30歳前後の引きこもれがちな方た

ちが中心でしたが、近年は高校生など10代の登録者

も増えていて、中には施設に通っている方や、障害

者手帳をお持ちの方など属性も多様化しているとと

もに、いろいろな困難を抱えている若者たちが多様

な形でいると日々実感しています。

　具体的に火曜日と木曜日が通常開催日ということ

で、主に午後にいろいろなプログラムを行っていま

す。人とのコミュニケーションを進めていくプログ

ラム、屋内外でスポーツをするプログラム、アート

や自己表現など手を動かすプログラムなどがありま

す。ある程度の枠は決めていますが、何をやりたい

かというのは、利用者さんに毎月１回企画会議をし

てアイデアを出してもらうということで、自分がや

りたいことをやっているので、利用者も増えてきて

いると思います。金曜日はフレキシブルに、個別に

お話しをしたり、クラブ活動をしたり、ご近所の畑

をお手伝いさせていただいたりもしています。調理

実習では短期間で非常に上達し、スタッフが何も言

わなくても段取りを全部して、片付けまでを楽しく

やっていようです。　

　利用者には就労や社会参加に向けて大きなハード

ルがあるので、ぜひ呼びかけさせていただきたいの

が、いわゆる社会体験や就労準備の段階での活動で

皆さんにご協力いただけるとありがたいなと思って

います。昨年から小さな商店のバックヤードの仕事

や、物流配送の倉庫作業といった職場体験を少しず

つしながら就労に対する希望が出てきている利用者

もいます。時間はかかりますが小さなステップで歩

み、社会参加や就労準備に関する段階のところで、

ぜひ地域の企業の皆さんと協働させていただきたい

なというものがございまして以下に挙げる３つにつ

いて、もし関心があれば、ぜひ一緒に協力していけ

たらなと考えています。１つ目はとにかく社会の現

場を知らず経験が不足している若者たちが多いので、

まずは職場を見る機会を提供していただき、イメー

ジをつけて就労のハードルを下げていただければと

思います。２つ目は、役割を切り出していただき、

初めは簡単な雑務のようなお仕事を創出していただ

ければと思います。３つ目、最終的な職場体験の機

会を短時間・短期間からご提供いただき、利用者と

皆さんの企業とマッチングして一緒に協働していけ

るとありがたいと思います。

　ルームここからは、このように困難を抱えている

若者のサポートに関して、上尾市全域の、関係する

方たちでスクラムを組んで包括的に支援をしていけ

ればなというふうに考えていますので、地域の企業

の皆さんに、社会的技術に向けた経験の機会を創出

していただけるような協力関係を作っていけるとあ

りがたいなと考えています。今後ともどうぞご協力

のほどよろしくお願い申し上げます。本日はご清聴

いただきありがとうございました。

スマイルスマイル
青砥様、加藤様、

お越しいただきありがとうございました !!

坂本会長／大木崇寛幹事／齋藤哲雄副会長／奥川副幹事／

大塚信郎会員／尾花会員／大塚崇行会員／齋藤博重会員／

長沼会員／門崎会員／山崎会員／木田会員／原田会員

会員数　　　　33

出席免除　　　 2　　　

出席対象者　　31

出席者数      13

出席率

  41.94％

ROTARY CLUB OF AGEO

例　会　主　題
 社会奉仕事業　家電製品寄贈式

幹　事　報　告
大木　崇寛　幹事

◇上尾地区暴力排除推進

協議会様から「上尾・桶

川・伊奈暴力排除地域安

全大会」が10月11日（土）

午後１時半から開催され

るという案内が届いてい

ます。アトラクションでは林家木久蔵さんがいらっ

しゃるということで、ご興味のある方は私までご一

報ください。

◇10月２日の例会は社会奉仕事業の献血活動です。

当番表をお配りしましたので、皆さまのご協力をお

願いいたします。

◇ロータリーリーダーシップ研究会＝ＲＬＩ開催の

お知らせです。パートⅠは11月7日（金）、パート

Ⅱは12月5日（金）、パートⅢは2026年1月16日（金）、

いずれも９時開会となっています。パートⅠは奥川

会員、パートⅢは私が参加予定です。

◇幸手ロータリークラブから「2023〜25年度　2770

地区の課題・問題点における幸手ロータリークラブ

の検証」の案内が届き資料をお配りしました。10月

９日（木）18時30分からサンシティ越谷市民ホール

で説明会が開催される予定となっています。内容は

ガバナー事務所の運営についての詳細な報告とのこ

とです。ZOOMでも参加可能となっています。

　今回、家電製品を寄贈させていただきました。こ

れまでは寄贈式は現地で行うことが多かったのです

が、今回、寄贈したルームここからさんは自立支援

事業を行っていて、人と接するのが苦手な人や、初

めて見る大人を怖がる人が通っていて、そこに私た

ちが行くと良くないのではという事情から、ルーム

ここからさんに来ていただきました。寄贈したもの

は家電製品で、スチームオーブンレンジと大型冷蔵

庫です。寄贈品には当クラブのステッカーを貼らせ

ていただきました。

　家電製品を選んだ理由をお話しします。ルームこ

こからさんでは自立支援や就労支援で調理実習を行

っているのですが、冷蔵庫と電子レンジは古いもの

しかなく、調理実習のレパートリーが少ないという

ようなことを持田課長から伺い、それなら地区補助

金を使った社会奉仕事業で当クラブが寄贈しようと

なりました。９月９日（火）に大木幹事と二人で大

型冷蔵庫とレンジを寄贈をしてきました。

坂本　忠光　会長

の方々は苦労したのかなと思います。なぜなら日本

にはこれに相当するような役がないからです。現在

で言う会場案内係、例会進行係ではこの由緒ある役

職の訳としては少し軽すぎるからです。それでこの

役職は英語のままＳＡＡという名称が残っているの

ではないでしょうか。会場監督ということは例会運

営に対しての最高責任者となりますのでここではあ

えて武器を携帯した軍曹というところを踏まえ、木

田軍曹の指示に従い楽しく秩序正しく和やかな雰囲

気の例会になっていければと思います。

　本日の例会主題は寄贈式を行います。寄贈させて

いただきました家電製品について、この後ご説明を

させていただきます。本日もどうぞよろしくお願い

いたします。

ROTARY CLUB OF AGEO

　今日はルームここから

のお話しをさせていただ

く前に、少しだけ私ども

さいたまユースサポート

ネットのご紹介をさせて

いただきます。私どもは

2011年に立ち上げた団体で、主に貧困問題、困窮す

る子どもたちの支援をすることを目的に創立しまし

た。最初は本当に小さなたまり場という、子どもた

ち、若者たちが集まってくるような居場所づくりを

して、お友達づくりや、私どものようなスタッフが

子どもたちのつらい部分を発見するための居場所づ

くりを始めました。そこに来ている子どもたちの困

難というのは非常に複雑で、しかもいろいろな困難

が積み重なっているケースもあります。例えば経済

的な困難というところだけでなくて、一人親世帯、

ネグレクト、虐待など、家庭の困難があって、子ど

もたちは学校に行ってもなかなか先生や友達との関

係性がつくれず、不登校になるケースや、障害を持

つ子もいました。さまざまな困難を抱えた子どもた

ちが集まってきた居場所づくりからスタートした団

体です。翌年から行政の方々の応援があって、我々

も生活困窮者自立支援法という貧困対策の法律に則

って学習支援や自立支援を行い、子どもたちの生活

を立て直すというところから、何らかの形で社会に

つながっていくというような取り組みをしています。

　この度は本市に対し多

大なるご寄贈品を賜り心

より深く感謝を申し上げ

ます。ありがとうござい

ます。寄贈品の大型冷蔵

庫とスチームオーブンレ

ンジは、坂本会長からお話しがありました通り、9

月９日にルームここからに設置をしていただきまし

た。支援プログラムにおいては料理にも積極的に取

り組んでまいりましたが、寄贈いただきました冷蔵

庫とスチーム機能のついたオーブンレンジにより、

これから挑戦する料理の幅が広がっていくことをと

ても楽しみにしているところです。上尾ロータリー

クラブ様のご厚情に深く感謝いたしまして、大切に

活用させていただきながら、こども若者の居場所の

充実に向けて取り組んでまいりたいと思います。

　具体的にルームここか

らについての活動の概要

と、どのような若者が来

て利用しているかをご紹

介させていただきます。

　まずは寄贈いただいた

スチームオーブンレンジを早速使わせていただき、

先日プリンを作り、みんなでおいしく頂きました。

早速調理の幅が出てきてありがたく思っています。

　私たちの活動をご説明させていただきます。私た

ちは2020年５月、上尾市から委託を受けて事業を始

めました。事業の開設当初は、週１回、上尾市文化

センターの部屋をお借りして、少しずつやっていこ

うという形で開始しました。2022年７月からは、中

新井集会所だったところに拠点を移し、週２回の事

こども未来部　こども家庭保健課　課長　持田ゆりえ様

認定NPO法人さいたまユースサポートネット　専務理事　青砥祥子様

小学生から39歳までの子どもたち若者たちが支援の

対象で、十数年間取り組んでまいりました。埼玉県

で、貧困の中で暮らす子どもたちは約14万人を超え

ているという推計があります。私どもが受託をして

いるさいたま市には約３万人の子どもたちが、世帯

年収200万円以下で、非常に苦しい思いをして暮ら

しています。学習支援の話では貧困対策ということ

で、厚生労働省の事業になりますが、そこで支えて

いる子どもたちは、さいたま市約で繋がっているの

は500人弱です。それぐらいの子どもたちしか、法

制度の枠では支えきれていないという現状の中で、

私どもは地域で何とか困窮する子どもたちをどうや

って支えていけるかということで活動しています。

　子どもたちを取り巻く社会問題の中には、発達障

害の可能性が小中学生だと8.8％の子どもたちに可

能性があるのではないかとか、長期欠席という不登

校の子たちも含めると、全国で60万人、さいたま市

には5,000〜6,000人ぐらいの子どもたちがいるのが

現状です。それだけ子どもたちが学校にたどり着け

ない時に、若者自立支援ルームのような、地域で居

場所をやっているところの果たす役割が大事になっ

ているのではないかと考えて活動しています。私た

ちNPOが精一杯活動しても限界があります。そうい

った中で我々を応援してくださる行政の方々、学校

の先生たち、それから皆様のような地元の企業でご

活躍されている方々の支えがあると非常にありがた

いなと思っております。ぜひ今後ともよろしくお願

いします。この度はありがとうございました。

上尾市こども若者自立支援事業 ルームここから 事業リーダー 加藤壮一郎様


